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今後の活動予定 
●帰国した⽣徒や若干の外国人⽣徒を受け入れている本校にとって、とりわけ中国からの帰
国⽣徒や中国人⽣徒への⽣徒理解においては、先入観や偏見にとらわれることなく、彼らが
育った中国の文化背景や価値観、中国独自の学校教育の理念や学校文化、学校風土などを客
観的な事実として理解しておくことはとても重要である。今回の中国派遣プログラムによっ
て実感した中国の学校教育における明確な理念と確固とした教育評価の考え方、そのシステ
ムなどを踏まえた上で、日本との教育ギャップを的確に客観的にとらえ、個々の⽣徒への適
切な理解と丁寧な指導、支援を行っていきたい。このことは、中国以外の世界の各国からの
帰国⽣徒への理解にも通じ、さらには多様な背景を抱える一般⽣徒への適切な理解において
も普遍的な視点として重要である。管理職としても、これらの視点を、本校の教員を対象に
多様な会合や研修の場で伝えて、啓発したいと考えている。 

「中国の学校における教育理念と⼈材育成」 
本プログラムでは、急激な成⻑を遂げる中国の国家戦略としての教育への巨額の投資と、

それに応えるべく基幹校としての役割を担う名門師範⼤学附属の実験中学と小学校の有り
様を目の当たりにした。さらには、地方都市（甘粛省蘭州市）における省政府をあげての全
面的なバックアップを背景に、⼤都市部の教育を意識しながらも、それらを超えようとする
意気込みと高い教育環境、教育水準でもって独自の教育を創造する学校の底力を見せつけら
れた。そこでは、特に最先端の科学技術分野と国際社会において貢献できる人材の輩出とい
う具体的な教育実績を獲得しようとする、地方都市の基幹校としての、ある意味で意地とも
言うべき誇り、使命感を感じた。崇高な教育理念を掲げて人材育成に邁進する教員の姿にも
圧倒された。一方で、医薬衛⽣業界で活躍できる学⽣を育成する職業学校や、障がいを抱え
た子どもたちの能力を引き出し、寄り添いながら自立を支えていく特別支援教育の実際も見
ることができた。そこにも中国社会の未来を支える確かな人材を育成するという明確な理念
を直に感じることができた。中国の国家プロジェクトとしての教育政策と巨額の投資、それ
に応えるべく、教育の理想を掲げて、優秀な人材の輩出を使命とする中国の学校教育の有り
様、まさに発展を遂げる中国社会の力強さを体感した研修プログラムだったといえる。 

B-08 佐々木 稔 
（京都教育大学附属桃山中学校副校⻑） 
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今後の活動予定 
●特に中国人児童⽣徒を含めた外国籍等児童⽣徒の現状や背景に関する教職員の理解につ
いては、本プログラムで自身が体験、感じた内容を含めた校内職員研修を実施し、教職員が
身近なこととしてとらえることができるよう工夫したい。そのような校内職員研修を通し
て、外国籍等児童⽣徒やその保護者が入りやすく、そして気軽に相談できる学校となるよう
環境整備にも努めていきたい。 
●中国人児童⽣徒を含めた外国籍等児童⽣徒の受入経験のない学校・教職員は、突然の編入
学に対してその児童⽣徒をどのように受入れ、支援をしていけばよいか⼾惑うことが多い。
どの学校に編入しても同じ支援を受けることができる各学校での受入体制を整えていきた
い。また、支援の方法や日本語指導法についてだけでなく、中国における教育事情等の情報
を、必要に応じて学校や実際に指導にあたる教職員にも伝えていきたい。また、学校管理職
研修から初任者研修に至るまでの各階層における日本語指導が必要な児童⽣徒理解研修等
では、必要に応じて、中国の教育事情に関する内容も盛り込むことを今後考えていきたい。 
 

B-09 土屋 隆史 
（横浜市教育委員会事務局指導部 

国際教育課指導主事） 

「中国政府日本教職員招へいプログラムに参加して」 

中国は目覚ましい発展を遂げている最中であり、二十年近く前に滞在していたころの中国
とは何もかもが違っていたが、それは学校教育においても例外ではなかった。十年以上前に
は中国からの教職員訪問団とともに宿泊研修に参加したことがあったが、ある中国の教員は
「中国の学校教育は日本よりもかなり遅れている」とおっしゃっていた。しかし今では設備
や教育システムにおいて、日本を超えている部分もかなりあるように感じる。今回は各地域
の名門中の名門校ばかりの視察ではあったが、どの学校においても日本よりも教育環境の設
備等が整っているだけでなく、児童⽣徒が自信を持って学習や諸活動に取り組んでいた。 

現在日本では外国人等児童⽣徒に対する日本語指導の問題がクローズアップされている。
今回視察した学校には外国人等児童⽣徒はほとんど在籍していなかったが、経済⼤国となり
外国人が増えていく中国も、いずれ同じ問題に直面すると思われるので、今後の中国の教育
事情にも注目していきたい。 

このような貴重な経験を与えてくださった関係の皆様には心から感謝申し上げるととも
に、今後も中国との友好関係を維持できるよう、児童⽣徒や学校の支援に努めていきたい。 

（写真右） 

－ 48 －

52

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動予定 
●特に中国人児童⽣徒を含めた外国籍等児童⽣徒の現状や背景に関する教職員の理解につ
いては、本プログラムで自身が体験、感じた内容を含めた校内職員研修を実施し、教職員が
身近なこととしてとらえることができるよう工夫したい。そのような校内職員研修を通し
て、外国籍等児童⽣徒やその保護者が入りやすく、そして気軽に相談できる学校となるよう
環境整備にも努めていきたい。 
●中国人児童⽣徒を含めた外国籍等児童⽣徒の受入経験のない学校・教職員は、突然の編入
学に対してその児童⽣徒をどのように受入れ、支援をしていけばよいか⼾惑うことが多い。
どの学校に編入しても同じ支援を受けることができる各学校での受入体制を整えていきた
い。また、支援の方法や日本語指導法についてだけでなく、中国における教育事情等の情報
を、必要に応じて学校や実際に指導にあたる教職員にも伝えていきたい。また、学校管理職
研修から初任者研修に至るまでの各階層における日本語指導が必要な児童⽣徒理解研修等
では、必要に応じて、中国の教育事情に関する内容も盛り込むことを今後考えていきたい。 
 

B-09 土屋 隆史 
（横浜市教育委員会事務局指導部 

国際教育課指導主事） 

「中国政府日本教職員招へいプログラムに参加して」 

中国は目覚ましい発展を遂げている最中であり、二十年近く前に滞在していたころの中国
とは何もかもが違っていたが、それは学校教育においても例外ではなかった。十年以上前に
は中国からの教職員訪問団とともに宿泊研修に参加したことがあったが、ある中国の教員は
「中国の学校教育は日本よりもかなり遅れている」とおっしゃっていた。しかし今では設備
や教育システムにおいて、日本を超えている部分もかなりあるように感じる。今回は各地域
の名門中の名門校ばかりの視察ではあったが、どの学校においても日本よりも教育環境の設
備等が整っているだけでなく、児童⽣徒が自信を持って学習や諸活動に取り組んでいた。 

現在日本では外国人等児童⽣徒に対する日本語指導の問題がクローズアップされている。
今回視察した学校には外国人等児童⽣徒はほとんど在籍していなかったが、経済⼤国となり
外国人が増えていく中国も、いずれ同じ問題に直面すると思われるので、今後の中国の教育
事情にも注目していきたい。 

このような貴重な経験を与えてくださった関係の皆様には心から感謝申し上げるととも
に、今後も中国との友好関係を維持できるよう、児童⽣徒や学校の支援に努めていきたい。 

（写真右） 

－ 48 －

52



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動予定 
●主に小学⽣に対して、学校⽣活の中で、中国に触れる話題があったときに、自分が体験し
てきたことを話したい。また、テーマ学習で中国に触れる部分があったときにも、積極的に
中国のことを伝え、児童が興味を持つきっかけをつくりたい。 
また、中国との交流が必要な学習場面があれば、今回訪問した学校と連絡をとり、交流する。 
●自身のブログや SNS を通して、中国に行って感じたことを発信し、この体験を広く伝え、
交流したい。また、今回ともに参加したほかの教職員の方との情報交換や交流を継続したい。 
●児童間の交流としては、テーマ学習の中で他国の児童との交流の必要性を感じた際、訪問
先の学校とコンタクトをとり、交流の機会をつくりたい。交流の方法としては、スカイプな
どを通しての交流か、本校が参考にしているフレネ教育の学校間通信が考えられる。実施の
可能性については、学習が子どもたちの意思を尊重して進んでいくため、不確定である。 
 教員間の交流に関しては、学校の形態に違いがあることや、中国政府がオルタナティブ教
育をあまり認めていない点から難しい部分があると感じている。しかし、これからも情報を
発信し、興味を持ってもらえれば交流することも考えられる。 

B-10 矢吹 卓也 
（箕面こどもの森学園小学部担当） 

「国際比較と全国の教職員との交流」 
今回のプログラムでは、以下の２点において有意義だったと感じる。 

 １つ目は、小学校から高校、特別支援学校、職業学校など、多様な学校の見学ができたこ
とである。また、地域も上海、蘭州、北京と複数行かせていただけた。複数の学校を見学で
きたことで、私の中で日本の教育と比べ、中国の教育とはどのようなものなのか考えること
ができた。そのような国際比較の視点が持てたことが有意義だったように感じる。 
 ２つ目は、日本の全国の教職員や文部科学省の方と宿泊⽣活を通して、交流できたことで
ある。このように、全国の教職員が集まり、ともに学び、交流できる機会はなかなかないよ
うに思う。交流する中で、日本に帰ってからも活きるつながりができたり、ともに教育につ
いて考えられたことが有意義だったと思う。 
 この経験やつながりを、子どもたちや教職員との関わりの中で活かしていけるようにした
い。 
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今後の活動予定 
●中国での滞在を通じて知った中国の文化や風土は社会科教員としては非常に貴重な経験
であり、地理や歴史などの授業の中で積極的に活用していきたい。特に内陸部と沿岸部での
⺠族や風土の違いはとても興味深かった。 
●中国での経験と同時に、日本各地の先⽣方との交流の場を持てたことは自分にとって非常
に⼤きな財産となった。様々な地域と異なる教育現場で働いている先⽣方と交流する中で、
教育の多様性というものを改めて実感した。勤務校は私立学校であるので、比較的均一な⽣
徒たちがいるが、公立校などでは育った環境や国籍が異なる⽣徒が数多く在籍しており、そ
うした⽣徒たちに適した教育を施すことの⼤切さと難しさを知った。また、様々な研究活動
や授業実践に取り組まれている先⽣方のお話を聞くことで、自身の仕事に対する意欲もより
一層高まった。 
 本プログラムでお会いした先⽣方との縁を今後も⼤切にしながら、先⽣同士の交流や学校
同士の交流へと発展させていきたい。 
 

B-11 吉田 智仁 
（桜美林中学校・高等学校教諭） 

「中国と日本の教育」 
本プログラムに参加するにあたって、私は他国と日本の教育の違いに注目していた。近年

の日本で教育改革が推進されている中で、中国の現状はどうなのかということが気になって
いたのだが、実際に中国の様々な学校を訪問する中で、中国の学校も同様に社会の変化の中
で教育の改革を目指していることを知った。「ICT 機器の活用」や「主体性をもった人格の育
成」など、日本でもすっかりお馴染みとなった教育方法や教育目標を掲げていることを知り、
国は違えど教育現場が直面する課題は同じであると感じた。 

一方で、教育文化の違いというものに驚く場面もあった。お国柄の違いといってしまえば
それまでだが、日本では愛国心教育の危うさが指摘される中、中国の小学⽣から「愛党愛国」
「祖国万歳」という言葉が自然と飛び出すことに非常に驚いた。教育とは、日本では「個人
の人格の完成」を目指しておこなうものとされるが、中国では「国家の構成員として必要な
資質を養う」ことを第一の目標としているという。どちらが正しいというわけではないのだ
ろうが、何のために教育を行うのか、改めて考えさせられた。 
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北京、甘粛省蘭州市、そして上海を巡る７日間のプログラムを今年も無事に実施すること
ができました。ACCU からは職員 2 名が、日本各地から参加された先生方とともに訪中させ
ていただきました。4 月末からプログラム参加者募集を開始し、約 2 週間という非常に短い
募集期間にもかかわらず、高い志を持った多くの先生方が集まって下さったことを大変嬉し
く思います。そして、参加者にとって非常に新鮮な体験となった、甘粛省という内陸の地域
への訪問を含む充実したプログラムをご準備くださった中国教育部をはじめとした関係機関
の皆様に、改めて感謝申し上げます。 

本年のプログラムでは、北京で 1 校、甘粛省蘭州市で 4 校、上海で 1 校の計 6 つの学校へ
の訪問と甘粛省の歴史・文化を体験する機会をいただきました。限られた時間ではありまし
たが、いずれの学校でもその学校の「よさ」「自負するところ」「育てたい人間像」が伝わり、
多くを学ぶ訪問となりました。また、訪問期間と大学入試「高考」が重なり、試験場に向か
う生徒や応援する保護者、警察の車両の様子をバスの中から見ることができたのも貴重な経
験でした。こうして実際に目で見たことが各参加者の体験となり、「私の見た中国」を周囲に
伝えることでプログラムの目的である交流、理解が広まり、深まることと思います。 

当センターが実施している国際教育交流事業では、プログラムを通して学びあいのきっか
けを提供し、互いを理解しようとすることで寛容な人・社会・地域を皆さんとともに創って
いくことを目指しています。本報告書にも掲載されている、参加された先生方の感想や抱負
から、本プログラムを通してたくさんのきっかけや意識の変化が生まれたことを感じていま
す。そのきっかけが教育を通して多くの方々に共有され、更なる交流に繋がっていくことを
願っています。 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター 
国際教育交流部 高松 彩乃 
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教育部・歓迎会 
 

 
 

 

 

 
 

 

  

教育部にて 

中国教育部の歓迎昼食会 
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学校訪問① 
 

  
 

 

  

 

 

  

 

 

北京師範大学附属実験中学 

⻄北師範大学附属中学 

北京第二実験小学校蘭州分校 
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学校訪問② 
 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

甘粛省衛生職業学院 

蘭州特別教育学校 

上海師範学校附属小学校 
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甘粛省衛生職業学院 

蘭州特別教育学校 

上海師範学校附属小学校 
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文化体験・その他 
 

  

  

 

 

 

－ 58 －

62

文化体験・その他 
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これまでのプログラム実績 

実施期間 開催地 訪問人数 

2003 年 3 月 2 ⽇〜8 ⽇ 北京市、浙江省杭州市、上海市 12 名 
2004 年 4 月 25 ⽇〜5 月 2 ⽇ 北京市、天津市、遼寧省大連市 15 名 
2005 年 5 月 22 ⽇〜29 ⽇ 北京市、新疆ウイグル⾃治区烏魯⽊⻫

市、上海市 
14 名 

2006 年 5 月 21 ⽇〜28 ⽇ 陝⻄省⻄安市、天津市、北京市 14 名 

2007 年 5 月 20 ⽇〜27 ⽇ 北京市、海南省（海口市、三亜市）、 
上海市 

22 名 

2008 年 6 月 15 ⽇〜22 ⽇ 北京市、⻘海省、上海市 22 名 
2009 年 6 月 21 ⽇〜28 ⽇ 北京市、内蒙古⾃治区（呼和浩特市、 

包頭市）、上海市 
25 名 

2010 年 5 月 30 ⽇〜6 月 6 ⽇ 北京市、貴州省貴陽市、上海市 25 名 
2011 年 5 月 29 ⽇〜6 月 5 ⽇ 北京市、湖南省⻑沙市、上海市 25 名 

2012 年 5 月 27 ⽇〜6 月 3 ⽇ 北京市、内蒙古⾃治区呼和浩特市 25 名 

2013 年 6 月 23 ⽇〜29 ⽇ 北京市、甘粛省蘭州市 25 名 

2014 年 5 月 18 ⽇〜25 ⽇ 北京市、貴州省貴陽市、上海市 50 名 
2012-2013 年枠：21 名 

2013-2014 年枠：29 名 
2015 年 5 月 24 ⽇〜31 ⽇ 北京市、広⻄チワン族⾃治区（南寧市、

桂林市）、上海市 
25 名 

2016 年 6 月 12 ⽇〜19 ⽇ 北京市、寧夏回族⾃治区（銀川市）、 
上海市 

25 名 

2017 年 5 月 16 ⽇〜23 ⽇ 北京市、安徽省合肥市、上海市 25 名 

2018 年 6 月 3 ⽇〜9 ⽇ 北京市、甘粛省蘭州市、上海市 25 名 

 
       計  374 名 

 

※ 2003 年度から 2017 年度は国際連合大学「国際教育交流事業」として、2018 度以降は文部
科学省「平成 30 年度初等中等教職員国際交流事業」として、公益財団法人ユネスコ・アジ
ア文化センターが委託を受けて実施・運営。 
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